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新年の抱負

決算審査のあらまし

公共施設の在り方調査特別委員会
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５・６

７

誌 面 の ご 案 内
　市議会議員は、公職選挙法で市内での年賀状や挨拶状な
どを出すことが禁止されているため、本誌面をもって、新
年の挨拶にかえさせていただきます。
　市民の皆様の御理解をお願い申し上げます。

謹賀新年

　
新
年
、あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。皆
様
に
は
、輝
か
し
い
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、市
議
会
の
活
動
に
温
か

い
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
、厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、一
昨
年
に
引
き
続
き
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を

振
る
っ
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。こ
の

間
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
始
め
と
す
る
感

染
防
止
対
策
が
迅
速
に
進
め
ら
れ
ま

し
た
が
、依
然
と
し
て
、社
会
経
済
活

動
や
国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
、大
変
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
し

た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
一
年
延

期
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
、東
京
２
０
２

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
が
無
事
に
開
催
さ
れ
、多
く
の

日
本
人
選
手
が
活
躍
し
我
々
に
勇
気

と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る

補
正
予
算
な
ど
、市
民
生
活
に
直
結

す
る
議
案
に
つ
い
て
、迅
速
か
つ
適
切

に
対
応
す
る
た
め
、臨
時
会
の
開
催

や
定
例
会
の
日
程
変
更
を
行
う
な
ど
、

機
動
的
な
議
会
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、「
公
共
施
設
の
在
り
方
調

査
特
別
委
員
会
」で
は
、「
市
民
サ
ー

ビ
ス
の『
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
』推
進
計
画
」

に
基
づ
き
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る

（
仮
称
）駅
前
庁
舎
に
つ
い
て
調
査
・

協
議
を
行
い
、令
和
３
年
11
月
に
は
、

そ
の
調
査
結
果
を
市
当
局
へ
の
提
言

書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
が
見
通
せ
な
い
中
、本
市
に
お
き
ま

し
て
も
、経
済
活
動
な
ど
に
甚
大
な
影

響
が
出
て
お
り
、こ
う
し
た
様
々
な
課

題
に
対
し
て
民
意
を
き
め
細
か
く
市

政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
は
、市
制
施
行
70
周
年

と
い
う
、本
市
に
と
っ
て
節
目
の
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。今
後
も
、市
民
の
皆

様
の
負
託
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
権
能

や
職
責
を
市
民
の
皆
様
の
た
め
に
十

分
に
発
揮
し
、健
全
で
開
か
れ
た
議
会

と
な
る
よ
う
、こ
れ
ま
で
以
上
に
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、一
層

の
御
理
解
、御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、新
年
の
御

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

井
川
　
晃
一

池
添
　
義
春

副
議
長

議
　
長
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井川　晃一

西尾　勝成

北川　健治

板東　敬治

金子　英生

馬場　才

北川　光昭

久野　須賀子

成田東町６番７号
☎ 842-3500

S57.8.30 生、自由民主党

三井南町１番１号（101 号）
☎ 080-4244-7728

S52.11.20 生、立憲民主党

仁和寺本町二丁目４番８号
☎ 827-6820

S23.9.26 生、自由民主党

大利元町 16番７号
☎ 826-6822

S40.10.22 生、無所属

太秦桜が丘１番 18号
☎ 821-5774

S46.1.22 生、自由民主党

美井元町 15番 11 号
☎ 837-7222

S46.1.18 生、無所属

対馬江東町６番１号
☎ 838-5811

S31.12.15 生、自由民主党

御幸西町 25番 14 号（301 号）
☎ 090-2554-3185
S40.9.8 生、無所属

新
年
の
抱
負

ね
や
が
わ
未
来
議
員
団

次
代
の
転
換
期
に
移
行
す
る
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
の
今
、
真
の
市
民
主
体
の
街

づ
く
り
に
向
け
た
政
策
提
言

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昨
年
も
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曾
有
の
大

災
害
に
見
舞
わ
れ
た
中
、緊
急
事
態
宣
言

が
発
出
さ
れ
未
だ
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

事
象
が
発
生
し
ま
し
た
。他
方
、デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
柔
軟
な
働
き
方
や
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
化
、環
境
問
題
へ
の
意
識

の
高
ま
り
、東
京一極
集
中
が
変
化
す
る
兆

し
な
ど
、わ
が
国
で
起
こ
る
べ
き
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
が
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
早
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。わ
が
会
派
で
も
、議
会
で
の
活
動

に
お
い
て
、各
議
員
が
最
先
端
の
情
報
を
盛

り
込
ん
だ一般
質
問
や
委
員
会
質
疑
を
行
い
、

行
政
運
営
全
般
に
提
言
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。令
和
3
年
度
当
初
予
算
審
議
で
は
、

当
会
派
よ
り
修
正
案
を
提
出
し
可
決
さ
れ

た
も
の
の
、再
議
に
よ
る
審
議
の
結
果
否
決
、

9
月
定
例
会
補
正
予
算
審
議
で
は
、修
正

案
を
提
出
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。議
会
に
お

い
て
是
々
非
々
で
臨
み
、真
に
市
民
の
た
め

に
と
日
夜
を
問
わ
ず
活
動
し
続
け
る
姿
勢

を
継
続
し
て
い
ま
す
。本
年
は
、国
政
に
お

い
て
新
た
な
政
権
で
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し

た
。国
策
と
も
連
携
し
た
様
々
な
角
度
か
ら

提
言
を
行
って
ま
い
り
ま
す
。

衛
生
的
で
快
適
な
生
活
の
確
保

〇
マ
ス
ク
着
用
、ワ
ク
チ
ン
接
種
済
で
も
感

染
対
策
の
徹
底（
手
洗
い
、換
気
、密
を
避

け
る
）、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
重

症
化
リ
ス
ク
の
発
信
継
続
を
。

〇
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副
反
応
及
び
後
遺

症
に
悩
む
患
者
に
対
す
る
医
療
提
供
体
制

の
情
報
収
集
と
実
態
解
明
を
行
っ
た
知
見

や
情
報
等
を
市
民
に
広
く
周
知
を
。

社
会
経
済
活
動
に
対
す
る
支
援

〇
数
多
く
の
中
小
零
細
企
業
や
個
人
事
業

主
が
未
だ
回
復
出
来
な
い
中
、経
済
活
動

に
勤
し
ん
で
い
る
。国
や
府
の
支
援
に
当
た

ら
な
い
個
人
事
業
主
も
数
多
く
、本
市
に
お

い
て
市
内
事
業
者
への
財
政
支
援
を
。

〇
産
業
経
済
団
体
等
と
の
協
働
に
よ
り「
バ

ル
事
業
」「
ク
ー
ポ
ン
事
業
」等
、飲
食
業
を

含
む
ま
ち
の
活
性
化
に
資
す
る
支
援
を
推
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進
、地
域
経
済
の
底
上
げ
を
。

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
フ
ル
活
用
し
た
都
市

基
盤
整
備
事
業

〇
京
阪
沿
線
の
街
づ
く
り
は
続
く
。京
阪

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
、門
真
市
と

連
携
し
、都
心
に一番
近
い
駅
の
優
位
性
を

利
用
し
、新
た
な
魅
力
有
る「
駅
」の
可
能

性
、萱
島
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
、線
路
下
の
整

備
を
早
急
に
進
め
る
こ
と
を
。

〇
大
阪
府
立
高
専
の
移
転
が
方
針
決
定
し
、

近
隣
で
は
旧
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
解
体
工
事
が

進
む
。一段
の
大
型
事
業
用
地・整
形
地
で
あ

り
、開
発
の
具
体
化
に
向
け
た
取
組
を
大

阪
府
、事
業
者
側
へ
継
続
し
て
働
き
か
け
る

こ
と
を
。

〇
公
共
交
通
網
の一つ
、市
内
4
駅
ほ
か
公

共
施
設
及
び
公
共
施
設
に
準
ず
る
と
こ
ろ

を
結
ぶ
バ
ス
の
導
入
に
つ
き
官
民
連
携
の
も

と
で
検
討
を
。

〇
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
視
点
で
電
動
セ
ニ
ア

カ
ー
な
ど
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
街
な
み
を
。

災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
対
策

〇
古
川
雨
水
幹
線
整
備
事
業
を
進
め
る
た

め
の
国
土
交
通
省
要
望
活
動
継
続
強
化
を
。

〇
水
道
事
業
に
係
る
危
機
管
理
体
制
強
化

策
と
し
て
、市
内
上
下
水
道
工
事
業
者
と

の
関
係
強
化
を
図
る
こ
と
を
。

子
ど
も
を
全
力
で
守
り
抜
く

〇
こ
ど
も
部
と
教
育
委
員
会
の
垣
根
を
越

え
た
組
織
を
活
か
し
就
学
前
教
育
の
み
な

ら
ず
、出
産
前
、出
産
、保
育
、教
育
、い
じ

め
、虐
待
、子
育
て
、引
き
こ
も
り
な
ど
継
続

し
た
途
切
れ
の
な
い
支
援
を
。

吉羽　美華 山﨑　菊雄
香里南之町 28番６号

☎ 834-0917
S55.7.26 生、無所属

若葉町 34 番 10 号
☎ 829-1900

S24.5.12 生、無所属

　昨年の 11 月 17 日（水）、旧ふじの木公
園跡地に設置された「寝屋川市防災備蓄セン
ター」へ議員視察を行いました。視察では、倉
庫や事務室などを見学するとともに、設備の概
要などについての説明を受けました。

　昨年の 10 月 13 日（水）、11 月 17 日（水）
及び 11 月 24 日（水）に全員協議会を開催し、
それぞれ以下の内容について説明を受けました。
10 月 13 日 水

寝屋川市の就学前教育・保育の推進 
－市立幼稚園・保育所再編実施計画－

11 月 17 日 水
市立小中学校親子給食調理場建設工事 
基本設計概要版

11 月 24 日 水
寝屋川市都市計画マスタープラン改定（素案）

寝屋川市防災備蓄センター　
議員視察を実施

全員協議会を開催
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公
明
党
市
会
議
員
団

感
染
症
に
強
い
市
へ

健
康
と
生
命
を
守
り

暮
ら
し
に
寄
り
添
う
施
策
を

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
命
と
生
活
を
守
り
、
希
望
の
光
と

安
心
、
活
力
あ
ふ
れ
る
未
来
を
届
け
る
た

め
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

○
３
回
目
以
降
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
円
滑

に
進
め
る
こ
と

○
経
済
的
困
難
な
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
、

食
品
を
提
供
す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
セ
ン

タ
ー
を
開
設
す
る
こ
と

○
国
制
度
で
は
条
件
を
満
た
さ
な
い
中
小

個
人
事
業
主
の
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と

○
市
民
が
文
化
芸
術
に
ふ
れ
る
機
会
を
増

や
し
充
実
さ
せ
る
こ
と

子
ど
も
の
健
全
育
成

○
小
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置

○
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
を
図
る
こ
と

〇
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
関
わ
る
有
効
な

施
策
の
総
動
員
を
図
る
こ
と
（
学
校
・
家

庭
・
防
災
・
交
通
安
全
等
全
所
管
）

市
民
福
祉
の
向
上

○
投
票
促
進
策
と
し
て
共
通
投
票
所
の
設

置
及
び
乗
合
い
事
業
の
活
用
等
を
図
る

○
駅
前
庁
舎
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置

○
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
制
度
の
拡
充

（
一
部
負
担
金
の
無
料
化
）

○
社
会
的
孤
立
の
環
境
整
備
と
「
地
域
共

生
社
会
づ
く
り
」
の
整
備
を
図
る
こ
と

○
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入

○
お
悔
や
み
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

〇
胃
・
大
腸
カ
メ
ラ
検
査
費
用
助
成

ま
ち
づ
く
り
施
策

○
水
路
の
適
正
管
理
を
図
る
こ
と（
臭
い・

泥
抜
き
・
ゴ
ミ
取
り
・
草
刈
り
等
）

○
防
災
士
資
格
取
得
費
用
助
成
制
度
導
入

○
（
仮
称
）
ね
や
が
わ
ポ
イ
ン
ト
（
ね
や

ポ
）
事
業
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と

行
財
政
運
営
に
つ
い
て

○
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
・
開
庁
時
間
の

延
長
に
つ
い
て
の
効
果
を
検
証
し
、
今
後

の
取
組
に
活
か
す
こ
と

な
ど
86
項
目
を
予
算
要
望
し
ま
し
た
。

　昨年の10月14日（木）に臨時会を開催し、令和３年
度末に完了を予定している旧焼却施設解体工事に係
る補正予算を審議し、可決しました。

1 0 月臨時会を開催
～旧焼却施設解体工事に係る補正予算を可決～

岡　由美辻谷　恵一

村上　順一

髙見　雄介野々下　重夫

池添　義春

成田南町 13番 14－１号
☎ 831-8700

S42.5.5 生、公明党

寿町 45 番 20 号
☎ 090-1482-3053
S47.5.23 生、公明党

南水苑町５番 12号
☎ 811-0205

S42.2.2 生、公明党

上神田一丁目 44番 27 号
☎ 828-0814

S46.10.3 生、公明党

豊野町 15 番 33 号
☎ 823-5988

S28.12.9 生、公明党

高柳五丁目３番１号
☎ 839-4171

S33.7.11 生、公明党
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日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

コ
ロ
ナ
か
ら
命
を
ま
も
る
市
政
を

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
市
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
た
め
頑
張
り
ま
す
。

○
誰
で
も
受
け
ら
れ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡

充
と
保
健
所
体
制
の
確
保

○
市
内
中
小
零
細
事
業
者
を
守
る
た
め
の

支
援
・
融
資
制
度
な
ど
の
拡
充

○
少
人
数
学
級
と
学
校
施
設
改
善

○
国
保
料
の
負
担
軽
減
と
介
護
保
険
料
の

低
所
得
者
軽
減
の
拡
充
、
利
用
料
減
免
制

度
創
設
、
特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者
の
解
消

○
CO2
削
減
目
標
の
見
合
う
具
体
策
の
実
施

○
各
種
審
議
会
等
や
女
性
管
理
職
の
比
率

を
高
め
る
こ
と

大
阪
維
新
の
会
議
員
団

謹
ん
で
新
年
の

お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す

　

旧
年
中
は
私
共
の
会
派
活
動
に
格
別
の

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
未
来
を
見
据
え
た
確
実
な

政
策
提
言
を
行
い
、
納
税
者
目
線
の
当
た

り
前
の
政
治
を
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

実
の
あ
る
議
論
を
行
い
、
愚
直
に
議
員
の

職
務
を
全
う
し
て
ま
い
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

○
人
口
減
少
を
前
提
に
市
役
所
組
織
の
将

来
像
を
考
え
る
こ
と
。

○
公
共
施
設
の
縮
減
に
つ
い
て
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
集
約
化
と
Ｄ
Ｘ
の
今
後
の
進
捗
状

況
を
見
極
め
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
。
ま

た
不
要
な
所
有
不
動
産
や
動
産
に
関
し
て

は
速
や
か
に
売
却
す
る
こ
と
。

ま
ち
の
活
性
化
に
つ
い
て

○
寝
屋
川
公
園
を
始
め
市
営
公
園
の
積
極

的
な
活
用
と
公
園
の
在
り
方
を
総
合
的
に

検
討
す
る
こ
と
。

子
育
て
教
育
に
つ
い
て

○
塾
や
習
い
事
に
活
用
出
来
る
「
教
育
バ

ウ
チ
ャ
ー
券
」
の
導
入
可
能
性
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
行
う
こ
と
。

○
食
育
と
安
心
安
全
の
観
点
か
ら
学
校
給

食
に
お
け
る
パ
ン
と
牛
乳
の
在
り
方
を
見

直
す
こ
と
。

無
所
属
議
員

謹
ん
で
新
春
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

　
旧
年
は
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
す
一
年

で
し
た
。
本
年
は
様
々
に
得
た
教
訓
を
生

か
し
コ
ロ
ナ
前
よ
り
よ
く
な
っ
た
と
感
じ

て
い
た
だ
け
る
一
年
を
目
指
し
ま
す
。

無
所
属
議
員

謹
ん
で
新
年
の

ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す

　
自
民
党
の
森
本
雄
一
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
、
今
ま
で
に
実
現
し
て
き
た
政
策

提
案
力
を
発
揮
し
、
信
念
あ
る
行
動
と
と

も
に
、
市
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

元橋　理浩

森本　雄一郎 太田　徹

中川　健中谷　剣将

中林　和江

奥　大輔福田　篤志

中神田町９番 11号
☎ 090-3350-7015
S44.8.2 生、無所属

清水町 32 番 18－204 号
☎ 888-3085

S48.11.3 生、自由民主党

高柳二丁目 49番２号
☎ 090-2015-9293

S43.6.20 生、日本共産党

三井が丘一丁目４番８－206 号
☎ 080-5305-3479

S63.6.15 生、大阪維新の会

香里新町 24番４－ 103 号
☎ 070-3865-6411

H3.10.10 生、大阪維新の会

宝町４番 33号
☎ 090-3944-8385

S31.5.28 生、日本共産党

池田新町３番 11－ 102 号
☎ 090-9622-9461

S50.9.10 生、大阪維新の会

香里北之町７番 13号
☎ 080-2532-4113

S59.1.18 生、大阪維新の会
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区　分
会　計 歳入Ａ 歳出Ｂ 差引（Ｃ）

 Ａ－Ｂ  繰越額Ｄ  実質収支
Ｃ－Ｄ

一般会計 118,888,940 117,101,521 1,787,419 74,532 1,712,887

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 25,986,196 25,372,097 614,099 0 614,099

介 護 保 険 21,860,509 21,496,116 364,393 0 364,393

後 期 高 齢 者
医 療 3,857,956 3,672,046 185,910 0 185,910

公 共 用 地 
先 行 取 得 事 業 0 0 0 0 0

母子父子寡婦福
祉 資 金 貸 付 金 38,221 30,785 7,436 0 7,436

合　計 170,631,822 167,672,565 2,959,257 74,532 2,884,725

令和２年度決算の概要	 	（単位：千円）

ふ
る
さ
と
納
税

問　
令
和
２
年
度
の
寄
附
額
と
執
行
額
は
。

答　
寄
附
額
は
約
２
３
０
０
万
円
で
あ
り
、

昨
年
度
に
比
べ
て
伸
び
て
い
る
。
執
行
額

は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
係
る
手
数
料
と
、

返
礼
品
に
係
る
委
託
料
を
合
わ
せ
て
約
７

７
０
万
円
で
あ
る
。

問　
寄
附
件
数
と
寄
附
額
は
ど
ち
ら
も
大

事
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
を
重
点
的
に
進
め

て
い
る
の
か
。

答　
応
援
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
視
点
で

の
「
件
数
」
と
、
自
主
財
源
の
確
保
と
い

う
視
点
で
の
「
金
額
」
に
つ
い
て
、
両
方

バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
め
て
い
く
。

産
業
振
興
施
策

問　
事
業
継
続
支
援
金
の
結
果
と
所
感
は
。

答　
府
の
休
業
要
請
支
援
金
の
対
象
と
な

ら
ず
20
％
以
上
50
％
未
満
の
売
上
減
少
が

あ
っ
た
事
業
者
を
対
象
に
３
０
０
件
以
上

支
給
し
た
。
他
市
に
先
駆
け
て
対
策
を
講

じ
、
評
価
の
声
も
い
た
だ
い
た
。

地
籍
調
査

問　
事
業
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る
箇
所

か
ら
進
め
る
と
あ
っ
た
が
、
効
果
は
。

答　
効
果
と
し
て
は
、
土
地
の
流
動
化
が

図
れ
、
災
害
等
が
起
こ
っ
た
際
に
は
迅
速

に
回
復
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
今
後
の
方
向
性
は
。

答　
都
市
計
画
道
路
萱
島
讃
良
線
の
整
備

事
業
に
伴
う
先
行
と
し
て
当
調
査
を
実
施

し
て
い
き
た
い
。

課
税
状
況
の
調
査

問　
償
却
資
産
の
調
査
を
実
施
し
、
未
申

告
か
ら
申
告
に
つ
な
が
っ
た
実
績
は
。

答　
新
規
法
人
が
１
６
４
件
で
約
１
１
０

０
万
円
、
そ
の
他
が
12
件
で
約
１
８
０
万

円
の
課
税
に
つ
な
が
っ
た
。

問
　
航
空
写
真
を
活
用
し
た
家
屋
の
調
査

の
実
績
は
。

答　
家
屋
の
調
査
は
、
新
築
や
増
改
築
等
、

約
１
０
０
０
件
の
異
動
を
把
握
し
、
約
８

８
０
万
円
の
効
果
額
が
出
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

問　
令
和
２
年
度
の
実
績
が
12
回
と
少
な

い
も
の
と
思
う
が
、
周
知
が
足
り
な
か
っ

た
の
か
。
何
か
課
題
が
あ
る
の
か
。

答　
件
数
自
体
は
、
令
和
３
年
度
は
18
件

で
あ
り
伸
び
て
い
る
が
、
引
き
続
き
、
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
１
日
最
大
何
人
対
応
で
き
る
の
か
。

答　
８
枠
か
ら
10
枠
ぐ
ら
い
は
対
応
可
能

で
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

オンライン相談

水
道
事
業
会
計

収益的収入額 4,168,819 資本的収入額 532,296

収益的支出額 3,657,397 資本的支出額 1,451,674

差引額 511,422 差引額 △919,378

税抜処理後純利益 436,564

下
水
道
事
業
会
計

収益的収入額 5,828,834 資本的収入額 4,534,421

収益的支出額 5,418,334 資本的支出額 7,155,543

差引額 410,500 差引額 △2,621,122

税抜処理後純利益 332,800

	 △はマイナス、繰越財源は除く、消費税込（単位：千円）

総
務
都
市
創
造
分
科
会

決算審査のあらまし
　９月定例会で継続審査となった令和２年度会計の歳入歳出決算を審査するた
め、予算決算常任委員会分科会等を10月に４日間、開催しました。その質疑応
答の一部要旨を掲載します。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
状
況
は
。

答　

令
和
２
年
度
は
27
．
56
％
、
令
和
元

年
度
は
17
．
７
％
と
な
る
。

問　

令
和
２
年
度
の
交
付
枚
数
が
前
年
に

比
べ
大
幅
増
に
な
っ
た
原
因
は
。

答　
令
和
２
年
７
月
か
ら
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
受
付
が
始
ま
り
、申
請
補
助
の
実
施
等
に

よ
り
申
請
の
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、交

付
窓
口
体
制
の
拡
充
を
図
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

ビ
デ
オ
通
話
相
談
窓
口

問　

ビ
デ
オ
通
話
相
談
窓
口
の
運
用
で
、

特
に
、
令
和
２
年
度
に
お
い
て
工
夫
し
た

点
は
。

答　

聴
覚
障
害
の
方
が
来
ら
れ
た
場
合
、

障
害
福
祉
課
に
つ
な
い
で
手
話
通
訳
を
す

る
中
で
、
各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
職

員
が
そ
れ
を
聞
き
取
り
対
応
し
て
い
る
。

福
祉
避
難
所
開
設
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

問　
令
和
３
年
５
月
の
災
害
対
策
基
本
法

改
正
に
よ
り
出
て
き
た
個
別
避
難
計
画
や

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
作
成
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う

に
マ
ニュア
ル
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

答　

防
災
の
担
当
課
と
も
協
力
し
て
い
き

な
が
ら
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

医
療
用
陰
圧
テ
ン
ト

問　

医
療
用
陰
圧
テ
ン
ト
と
は
ど
う
い
う

と
き
に
使
う
も
の
か
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
が

増
え
た
場
合
に
、
例
え
ば
市
内
の
医
療
機

関
に
貸
出
し
、
発
熱
外
来
と
し
て
使
用
し

た
り
、
保
健
所
や
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

敷
地
内
に
臨
時
的
に
設
置
す
る
こ
と
を
想

定
し
、
購
入
し
た
。

問　
使
用
実
績
及
び
保
管
場
所
は
。

答　
使
用
実
績
は
現
状
な
し
。
環
境
部
の

敷
地
を
借
り
て
保
管
し
て
い
る
。

成
人
歯
科
健
診

問　

受
診
率
が
11
・
４
％
と
少
し
低
い
よ

う
に
思
う
が
、
令
和
２
年
度
の
受
診
率
の

目
標
は
幾
つ
だ
っ
た
の
か
。

答　
健
康
増
進
計
画
の
目
標
値
で
あ
る
11

％
を
既
に
達
成
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

問　
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
証
明
書
自
動
交
付

機
及
び
窓
口
予
約
シ
ス
テ
ム
の
令
和
２
年

度
の
実
績
は
。

答　
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
証
明
書
自
動
交
付

機
は
７
３
６
５
件
、
窓
口
予
約
シ
ス
テ
ム
は

７
１
２
９
件
と
な
る
。

防
災
行
政
無
線
の
活
用

問　

防
災
行
政
無
線
を
活
用
し
て
、
オ
レ

オ
レ
詐
欺
や
、
振
込
詐
欺
等
の
注
意
喚
起

を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答　
課
題
も
あ
る
が
今
後
検
討
し
て
い
く
。

夜
間
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

問　
令
和
２
年
度
か
ら
、
実
施
時
間
帯
が

深
夜
帯
か
ら
夜
間
帯
に
変
わ
っ
た
が
、
課

題
と
評
価
は
。

答　

子
ど
も
た
ち
の
外
出
が
多
く
、
犯
罪

が
多
い
時
間
帯
に
重
点
的
に
実
施
す
る
形

に
見
直
し
た
こ
と
で
、
小
・
中
学
生
に
対

す
る
帰
宅
指
導
な
ど
の
声
掛
け
を
行
っ
た

実
績
が
増
え
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
への
見

守
り
の
強
化
と
犯
罪
抑
止
効
果
が
図
ら
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

待
機
児
童
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
プ
ラ
ン
Ｒ

問　

待
機
児
童
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
プ
ラ
ン
Ｒ
推
進

事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
っ
て
、
ど
れ
だ
け
の
成
果

が
あ
っ
た
の
か
。

答　
Ｐ
Ｒ
事
業
だ
け
の
成
果
で
は
な
い
が
、

事
業
の
総
合
的
な
成
果
と
し
て
１
５
６
人

の
保
育
士
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
３

６
５
人
の
児
童
の
受
け
入
れ
が
可
能
と
な
っ

た
。
そ
れ
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
平
成
30

年
度
か
ら
3
年
間
、
年
間
を
通
じ
た
待
機

児
童
ゼ
ロ
を
達
成
で
き
た
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

問　
令
和
２
年
度
の
実
績
は
。

答　
約
３
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
食
品
の
提

供
が
あ
り
、
前
年
度
か
ら
約
１
３
３
キ
ロ

グ
ラ
ム
増
加
し
て
い
る
。

問　
今
後
の
展
開
は
。

答　
引
き
続
き
子
ど
も
食
堂
や
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

教
育
相
談

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
件
数
が
減
っ
て
い
る
中

で
「
発
達
」
だ
け
が
増
え
て
い
る
要
因
は
。

答　
児
童
・
生
徒
の
発
達
の
課
題
に
つ
い

て
社
会
的
な
理
解
が
深
ま
っ
て
き
た
こ
と

に
よ
る
相
談
の
増
加
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

図
書
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

問　
図
書
の
配
送
サ
ー
ビ
ス
の
実
績
は
。

答
　
令
和
2
年
10
月
か
ら
開
始
し
、
利
用

者
実
績
数
は
７
４
５
人
、
貸
出
し
の
実
績

は
１
８
３
２
件
で
あ
っ
た
。

問　
１
８
３
２
件
の
内
訳
は
。

答　
郵
便
局
が
１
１
７
０
件
、
シ
テ
ィ
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
６
６
２
件
で
あ
っ
た
。

タッチパネル式証明書
自動交付機

郵便局にある図書配送事業
返却ボックス

健
康
福
祉
分
科
会

文
教
生
活
分
科
会
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議会だより印刷コスト１部 3.41 円（115,000 部発行）

　（仮称）駅前庁舎については、これまで、市議会において、関連議
案が審議されてきました。令和３年９月定例会では、同施設の改修
工事設計業務委託料を含む補正予算について、市議会側から当該
委託料分を減額する修正案が提出され、可決されております。
　今後、市当局で内容の再検討を行う際に、公共施設の在り方調
査特別委員会における（仮称）駅前庁舎に関する考え方や意見を
踏まえていただくため、当特別委員会において、以下の項目につい
て提言を行いました。
　当提言書については、昨年の11月１日に当特別委員会委員長か
ら議長へ、また、11月４日に議長から市当局へ送付しております。 （仮称）駅前庁舎の外観

委員会での会議の様子（仮称）駅前庁舎の視察の様子

公共施設の在り方調査特別委員会
～（仮称）駅前庁舎に関する提言書を取りまとめ～

提言項目

1　�（仮称）駅前庁舎の設計に当たっては、デザイン性や空間づくりに注力するのではなく、効率化・集約化に重点を置き、
「市役所」としての行政機能を十分発揮できる施設とすること。また、最先端のデジタル技術の活用やSDGsの対応を
踏まえた施設整備を行うこと。

2　�相当数の電話回線の確保、Wi-Fiの全階配備などを行い、災害時において、寝屋川市駅前における防災拠点施設の中
枢としての機能を担うことができるよう整備すること。

3　�来庁者（特に乳幼児を連れた方、高齢者、障害者などの要配慮者）の移動負担の軽減、エレベーター待ち等の滞留抑
制及び利便性の向上の観点から、エスカレーター設置の可否を含め、来庁者の動線に考慮した配置とすること。

4　�職員の資質を向上させるとともに、DXを積極的に推進し、マンパワーとデジタル技術の活用の両輪で、“究極のワン
ストップ窓口”の実現を図ること。

5　�市民サービス部局に関わる窓口業務については、可能な限り１階に集約し、各種の窓口を網羅できるようにすること。

6　�シティ・ステーションを含む窓口の処理件数やマイナンバーカード普及による今後のコンビニ等での各種証明書の
発行枚数、デジタル技術の進展状況等を見据えた上で、設置する窓口や機器等の台数を精査し定めること。

7　�来庁予定者のアクセス手段の把握に努め、必要な駐車場及び駐輪場を確保すること。

※�提言書等の詳細は、市議会ホームページの「公共施設の在り方調査特別委員会」（右のQRコード）に掲載
しております。


